
報告事項 ク

県内文化財建造物の国新規登録について

若桜橋の国登録文化財新規登録について、別紙のとおり報告します。

平成１９年１０月１２日

鳥取県教育委員会教育長 中永廣樹



県内文化財建造物の国新規登録について

文 化 課

平成１９年９月２１日（金）に国の文化審議会（会長 石澤 良昭）において、下
いしざわ よしあき

記の文化財を国登録有形文化財に登録する旨の答申が行われました。

記

答申が行われた建造物

名 称 年代
所在の

特 徴 等 建設
場 所

八東川に架かる鉄筋コンクリート造３連アーチ橋。

橋長８３ｍ、幅員６．２ｍ、支間長２８ｍのアーチ

昭和９年若桜橋 若桜町大 は開腹式。両端に袖高欄を付ける。大恐慌後、時局

字若桜 匡救（じきょくきょうきゅう）事業として建設され

た。鳥取県土木課設計、井口組施工。平成１６年度

には、社団法人土木学会「選奨土木遺産」に選定。

［ ］ （ ）参考 県内の国・県指定ならびに国登録文化財件数 平成１９年１０月５日現在

国登録有形文化財国指定文化財 県指定文化財

１００（登録後）
（１５） （１８）

１１０ ２３１

（注 （ ）は建造物）

若桜橋全景 若桜橋の位置


